
事業の計画・内容

投入資源
根拠法令・要綱等

①投入人員

関連事業
人件費合計（A）

②支出内訳 事業費（B)
（千円） 負担金

補助金 事業年度
基金積立金
その他

合計（A+B) 進捗状況
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円） 地方債

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

阿保、別府、羽根、川上、種生、高尾、老川、霧生、腰山、諸木、福川

桐ヶ丘 委員会設置地区数　12地区（全地区）

事業開始時からの状況変化等

水源地域

　上記地域は、水源地域対策特別措置法に基づく水源地域の指定を受けた地
域であり、すべての地域の協力により成立つので対策委員会の設置を指標とす
る。

128,473
7,200 7,200 7,200

ダム建設に対して関係地区の協力が不可欠である。

10,801 10,701
1,206 1,206

０１ ダム対策経費細々目

会計
款
項

０４ ダム関連整備費目
１０１ ダム対策経費細目青山支所　　ダム周辺整備課

作成者氏名

整
備
目
的

コード 名            称
０１ 一般会計
０８

自然災害等への十分な備えをする ０３ 河川費

コード 名               称

100% 100%

3,601 3,501

100% 100%

目標

進捗率 100%

A

総合評価

平成 17 年度

100%

本事業は、川上ダム早期完成に向けた地域の生活機能及び生活環境の影響を緩和するための対策として
関係住民の生活の安定等を図る事業である。事業費の財源については、水資源機構の負担による。

伊賀市　事務事業評価シート 整備事業

担当部課名

事業名 892

基本施策

ダム周辺整備事業
土木費

15

岡島　　誠

　本事業は、川上ダム建設事業のために必要な土地等の取得又はそ
の他当該事業の施行に伴う損失の補償等に関する業務及びそれら
の業務に関連する業務を円滑に遂行するためを目的としている。

55 55

126,439 1,100 1,000

「補償業務の協力措置に関する協定書」独立行政法人水資源機構川
上ダム建設所

3,601 3,501
1,200

１　整備面積等

1,240 1,240

128,473

整
備
内
容

H18（予算） H19（予算）

1 1

連絡先 ５２－３２２２

7,200 7,2007,200

２　規模・構造

無し

3

834

3

指標設定の考え方事業の成果を測る指標

評
価

135,673

必要性 4

有効性 4

達成度

効率性

３　総事業費（千円） 3,959,280

年度

補助金

基金積立・運用

１１，２１５ｍ

H21H18 H19 H20

平成 23 年度終了年度

H17
年度

区分

平成 9開始年度

H17
1

ダム対策委員会設置　　　　（％）

　平成18年4月現在、全体事業費６６億２千９百７８万円で、整備済み事業費は３６億６千７百８２万４千円（進捗率５５％）となっている。本年度に整備
計画の見直しが実施されますが、地区との調整が重要課題となる。

正規職員     （人）


